
ま
ず
、
近
世
初
期
と
い
う
時
期
で
あ
る
が
、
漢
字
と
仮
名
の
交
用
が
ほ
ぼ
過
不
足
な
い
状
態
に
至
っ
て
お
り
、
様
々
な
文
法
的
場
面
に
お
い

て
送
り
仮
名
が
観
察
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
刊
本
で
な
く
ま
ず
写
本
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
瞥
言
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。
刊
本

─

╡

─

も
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

４

い
ず
れ
に
せ
よ
、
送
り
仮
名
の
歴
史
的
変
遷
を
描
く
に
は
、
多
く
の
地
道
な
実
態
調
査
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
一
つ
の
実
践
と
し
て
、
近
世
初
期
の
写
本
の
一
つ
を
取
上
げ
て
見
た
い
と
思
う
。
具
体
的
に
は
、
能
狂
言
の
一
流
派
で
あ

る
和
泉
流
の
古
写
本
『
和
泉
家
古
本
』
（
承
応
ｌ
元
禄
頃
写
）
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
こ
の
種
の
写
本
を
選
ん
だ
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
相
応

う
で
あ
る
。

１

送
り
仮
名
に
関
し
て
、
中
世
・
近
世
が
「
社
会
的
規
範
も
な
く
、
個
人
の
盗
意
的
用
法
に
ま
か
せ
ら
れ
て
い
た
時
代
」
で
あ
る
こ
と
は
、
そ

れ
ら
の
時
代
の
文
献
に
馴
れ
親
ん
だ
者
に
と
っ
て
は
常
識
と
言
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
か
つ
て
同
じ
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
た
同
時
期
の
仮
名
通
い
に
お
い
て
は
、
定
家
仮
名
遣
い
の
影
響
を
除
い
て
も
、
部
分
的
に
個
人
を
超
え
た
共
通
項
ｌ
「
無
法
の
中
の

２

３

法
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
、
実
態
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
当
然
、
送
り

仮
名
に
つ
い
て
も
同
様
の
期
待
を
抱
い
て
よ
い
筈
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
研
究
が
不
十
分
で
、
今
後
の
研
究
の
進
展
を
待
つ
べ
き
も
の
の
ょ

の
理
由
が
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
極
端
に
個
人
的
な
送
り
仮
名
表
記
が
、
一
体
ど
こ
ま
で
許
容
さ
れ
得
る
の
か
と
い
う
、
い
わ
ば
「
盗
意
の
限
界
」
に
つ
い
て

１



で
も
そ
の
表
記
の
個
人
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
が
、
写
本
は
常
識
的
に
も
そ
の
上
を
行
く
筈
で
あ
る
。
狂
言
の
古
写
本
で
あ
る
の
は
、
一
つ

に
は
、
他
見
の
範
囲
が
最
小
限
と
見
ら
れ
、
個
人
的
表
記
が
出
易
い
と
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
言
語
量
が
多
く
帰
納
的
発
言
の
信

頼
性
が
高
い
こ
と
、
口
語
資
料
で
あ
る
た
め
伝
統
的
な
文
法
的
接
続
以
外
の
文
脈
に
お
い
て
も
多
く
の
送
り
仮
名
を
観
察
で
き
る
利
点
が
あ
る

検
討
す
る
。

『
和
泉
家
古
本
』
（
以
下
『
古
本
』
と
略
記
）
は
、
科
白
と
ト
書
き
と
か
ら
な
る
本
文
を
収
め
た
『
六
議
』
五
冊
と
、
語
り
や
歌
謡
を
収
め

た
『
抜
書
』
二
冊
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
両
者
は
同
一
の
人
の
手
に
な
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
『
抜
書
』
の
詞
章
は
伝
承
性
が
強
く
、
そ

の
表
記
も
先
人
の
も
の
を
受
け
継
い
で
い
る
可
能
性
が
無
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
考
察
の
対
象
か
ら
ひ
と
ま
ず
外
す
こ
と
に
す
る
。
『
六
議
』

に
は
、
「
一
」
「
一
一
」
「
四
」
「
五
」
「
六
」
（
「
三
」
は
散
逸
）
が
そ
れ
ぞ
れ
四
一
一
曲
、
「
六
」
が
十
一
一
一
曲
の
計
一
八
一
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
各
冊
の
冒
頭
十
曲
、
計
五
十
曲
を
考
察
の
対
象
と
し
た
い
。
各
冊
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
記
上
の
偏
り
が
あ
る
場
合
に
対

処
し
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
五
十
曲
と
い
う
数
で
言
語
量
も
ほ
ぼ
十
分
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
の
科
白
と
ト
書
き
は
、
原
則

的
に
前
者
が
平
仮
名
交
り
、
後
者
が
片
仮
名
交
り
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
送
り
仮
名
の
方
針
は
同
一
の
よ
う
で
あ
る
の
で
、
両
者
を
一
括
し
て

頼
性
が
高
い
こ
と
、
口
語
資
凶

こ
と
、
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
使
用
底
本
に
は
、
一

さ
て
、
『
古
本
』
に
お
い
て
送
り
仮
名
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
品
詞
は
、
動
詞
・
名
詞
（
転
成
名
詞
が
大
部
分
）
・
形
容
詞
・
形

容
動
詞
・
副
詞
・
連
体
詞
・
接
続
詞
な
ど
が
あ
る
。

ま
ず
、
最
も
用
例
の
多
い
動
詞
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
『
古
本
』
の
送
り
仮
名
に
、
ど
の
よ
う
な
法
則
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
い
か
な

一
一

『
日
本
文
化
史
料
集
成
５

５

狂
一
一
一
一
口
』
（
一
一
一
一
書
房
）
に
翻
字
さ
れ
た
も
の
を
用
い
る
。

２



Ａ
、
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
語

待け乗売有云
てーて ててて
１て２３１０７５ ３

１

貰拾追 笑 持
て定てててて
１へ ２３８６７

さ

酔だ逢仕聞取
てまてへてて
１つ １つ７４３

、 画＝

か

渡て承ま過立
へ１ てってへ
わ１つ６た

た定一つ
つ へ納て請一
､ -″さへ３へて
てだおう１９
１めさ成け

ーま へ一立
てつなてへ
１ーつ５た
てー て

尋１て語－
て３てて
１驚５１９

て引
通１て切存

３てて戸 宮、

と 書４ １５
おて置
し１て給着
、一

２〃_、へ
て買たつ
１て調べぃ

１へーー
留とてて
へ畏と４１５
とて の

め１え致入
一 て へ

ー〆

て掛て３（ ,、

’家２れ
入一

飛脅留へて
で、_〃へい１３
１てとつ

１めー打
ロ出掛－てて
てへて３１３
１か２

３

る
論
理
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
を
、
あ
ら
か
じ
め
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
活
用
語
尾
を

基
準
に
し
て
い
る
可
能
性
は
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
四
段
動
詞
「
行
く
」
一
つ
取
っ
て
も
、
次
の
よ
う
に
明
ら
か
で
あ
る
。

６

未
然
形
大
社
へ
年
を
取
に
行
か
う
ト
云
（
ｕ
で
当

連
用
形
脇
ノ
ィ
サ
ヘ
行
下
ニ
ィ
ル
岱
上
）

終
止
形
い
ざ
下
向
せ
う
と
云
て
二
人
共
に
行
（
皿
上
）

連
体
形
奏
者
の
ノ
キ
ワ
ヘ
行
事
此
類
同
シ
（
卯
上
）

巳
然
形
其
樽
を
さ
へ
持
て
行
は
よ
ひ
ト
云
（
、
下
）

命
令
形
そ
れ
へ
参
先
さ
き
へ
行
卜
云
遍
上
）

右
の
様
相
か
ら
、
当
然
個
々
の
語
に
よ
っ
て
送
り
仮
名
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
た
ま
た
ま
活
用
形
別
に
列

挙
し
た
、
そ
の
活
用
形
と
い
う
の
が
、
案
外
意
味
を
持
っ
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
試
み
に
、
活
用
形
の
う
ち
で
も
用
例
数
の
多
い

連
用
形
の
中
で
、
さ
ら
に
最
も
出
現
頻
度
の
高
い
、
接
続
助
詞
「
テ
」
に
上
接
す
る
場
合
か
ら
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
数
字
は
用
例
数
。

送
り
仮
名
は
こ
の
本
の
一
般
的
な
表
記
に
よ
る
。
な
お
、
複
合
動
詞
は
別
に
考
察
す
る
。



Ｂ
、
送
り
仮
名
を
送
る
語

れ
な
い
。

次
に
同
じ
連
用
形
の
う
ち
、
助
動
詞
「
タ
」
に
上
接
す
る
も
の
を
見
て
み
る
。

Ｃ
、
Ａ
、
Ｂ
に
ユ
レ
の
あ
る
語

Ａ
、
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
語

畏
た
“
云
た
ぁ
申
た
⑲

尋
た
２
預
（
あ
ず
か
つ
）

Ｃ
、
Ａ
、
Ｂ
に
ユ
レ
の
あ
る
話

参
て
⑲
参
っ
て
４
帰
て
４
帰
っ
て
１
通
て
３
通
っ
て
１
上
て
２
上
（
の
ぼ
）
っ
て
４

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
接
続
助
詞
「
テ
」
が
下
接
す
る
場
合
は
、
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
の
が
原
則
の
よ
う
で
あ
る
。
活
用
型
の
区
別

も
見
ら
れ
な
い
。
送
り
仮
名
を
送
る
語
は
、
「
思
ふ
て
」
以
外
は
、
例
数
が
不
足
気
味
で
は
あ
る
が
、
終
止
形
の
音
節
数
が
三
以
上
の
も
の
に

限
ら
れ
る
。
勿
論
、
誤
読
を
防
ぐ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
語
も
あ
る
が
、
Ａ
に
は
更
に
多
く
の
誤
読
の
危
険
性
の
あ
る
語
が
含
ま
れ
て
お
り
、
明

ら
か
に
第
一
条
件
で
は
な
い
。
Ｃ
も
ま
た
三
音
節
以
上
の
語
ば
か
り
で
あ
る
。
す
べ
て
ラ
行
四
段
動
詞
で
あ
る
の
も
、
偶
然
で
な
い
の
か
も
知

極
（
き
わ
ま
つ
）
た
１

舞
た
１
渡
（
わ
た
つ
）

Ｂ
、
送
り
仮
名
を
送
る
語

参
た
参
っ
た
４
取
た
５
取
っ
た
１
致
た
４
致
い
た
１
上
た
１
上
（
の
ぼ
っ
）
た
２

見
へ
た
５
思
ふ
た
２
吟
じ
た
１

思
ふ
て
７
返
（
帰
）
し
て
２
下
（
く
だ
）
っ
て
２
生
れ
て
１
吟
じ
て
１
定
り
て
１
参
じ
て
１

⑲
仕
（
つ
か
ま
つ
っ
）
た
吃
聞
た
皿
存
た
６
有
た
４
入
（
い
つ
）
た
４
承
た
３
売
た
２
打
た
２

）
た
１
逢
た
１
入
（
い
れ
）
た
１
置
た
１
納
（
お
さ
め
）
た
１
驚
た
１
書
た
１
買
た
１

下
（
く
だ
っ
）
た
１
蒙
た
１
立
（
た
つ
）
た
１
給
（
た
ま
わ
っ
）
た
１
付
（
つ
い
）
た
１
咽
た
１

た
１

４



蒙に
り上
候接
１

＊
連
用
中
止
形

Ａ
、
置
５

＊
補
助
動
詞
「
候
」
に
上
接

Ｂ
、
通
り
候
２
蒙
り
候

＊
助
動
詞
「
タ
イ
」
に
上
接

Ａ
、
承
た
い
３
申
た
い

た
い
１
取
た
い
１

＊
助
動
詞
「
マ
ラ
ス
ル
」
「
マ
ス
ル
」
に
上
接
（
「
マ
ラ
ス
ル
」
で
代
表
さ
せ
る
）

Ａ
、
申
ま
ら
す
る
加
成
（
な
り
）
ま
ら
す
る
６
聞
ま
ら
す
る
３
置
ま
ら
す
る
２
買
ま
ら
す
る
２
取
ま
ら
す
る
２
持
ま
ら
す
る
２

上
（
あ
げ
）
ま
ら
す
る
１
云
ま
ら
す
る
１
入
（
い
り
）
ま
ら
す
る
２
追
ま
ら
す
る
１
切
（
き
り
）
ま
ら
す
る
１
尋
ま
ら

す
る
１
立
（
た
ち
）
ま
ら
す
る
１
給
（
た
べ
）
ま
ら
す
る
１
咽
ま
ら
す
る
１
侍
ま
ら
す
る
１

Ｂ
、
帰
し
（
返
し
）
ま
ら
す
る
２
見
へ
ま
ら
す
る
１

Ｃ
、
参
ま
ら
す
る
６
参
り
ま
ら
す
る
２
納
ま
ら
す
る
１
納
め
ま
ら
す
る
２

ＣＢＡ
，、、

参 上置
１へ５

参の
りぽ行
２ー２

錘
癌
郵
塑
詞
「
テ
」
が
下
接
す
る
場
合
と
全
く
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
Ｂ
の
「
見
へ
た
」
は
「
見
た
」
へ
の
誤
読
防
止
の
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
Ｂ
、
Ｃ
は
や
は
り
ほ
と
ん
ど
一
一
一
音
節
以
上
で
あ
る
。
「
取
っ
た
」
の
み
例
外
で
あ
る
が
、
ラ
行
四
段
動
詞
で
は
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
連
用
形
の
場
合
の
送
り
仮
名
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
が
、
連
用
形
の
他
の
接
続
形
式
も
挙
げ
て
お
く
。
以

下
、
下
接
の
活
用
語
は
終
止
形
で
示
す
。

入
（
い
れ
）
１
着
（
つ
き
）
１
引
１
見
付
１
持
１

り
３
帰
り
２
清
め
１
蒙
り
１
廻
し
１

申
た
い
３

進
じ
候
１

云
た
い
２
仕
弓
か
ま
つ
り
）
た
い
２
入
（
い
り
）
た
い
１
買
た
い
１
尋
た
い
１
給
（
た
べ
）

５



１
云
師
行
叫
有
（
あ
り
）
㈹
名
乗
釦
置
廻
候
廻
立
９
打
８
着
（
つ
く
）
８
追
５
引
５
笑
５

１
替
（
か
わ
る
）
３
聞
３
切
３
取
３
成
（
な
る
）
３
舞
３
望
２
明
（
あ
く
る
）
１
売
１
語
１

次
に
、
動
詞
の
他
の
活
用
形
の
送
り
仮
名
を
検
討
す
る
。

終
止
連
体
形
は
、
用
例
と
し
て
は
最
も
多
い
。
ト
書
き
を
調
査
範
囲
に
入
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
形
は
送
り
仮
名
に
関
す
る
限
り
、

別
々
に
す
る
必
要
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
連
用
形
と
同
様
の
方
法
で
列
挙
し
て
み
よ
う
。

Ｃ
、
Ａ
、
Ｂ
に
ユ
レ
の
あ
る
語

Ｂ
、
送
り
仮
名
を
送
る
語

Ａ
、
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
語

出
る
甑
存
る
妬
留
（
と
む
）
る
Ⅳ
通
る
皿
立
（
た
つ
）
る
吃
上
（
の
ぽ
）
る
吃
仕
（
つ
か
ま
つ
）
る
ｕ
出
す
８

合
（
あ
わ
す
）
る
６
渡
す
６
致
す
５
帰
る
５
入
（
い
る
）
４
納
（
お
さ
む
）
る
４
思
ふ
４
返
す
４
吟
ず
る
４

下
（
く
だ
）
る
４
渡
る
４
拝
む
３
見
る
３
休
む
３
捧
る
２
尋
る
２
見
ゆ
る
２
上
（
あ
ぐ
）
る
１
生
き
る
ｌ

来
る
１
暮
る
１
死
ぬ
る
１
過
る
１
頼
む
１
遣
す
１
作
る
１
付
る
１
残
る
１
上
す
１
廻
る
１
見
す
る
１

有
岬
有
る
１
申
飽
申
す
Ⅳ
入
”
入
る
⑲
参
５
参
る
妬
仕
１
仕
る
ｕ

こ
こ
で
は
、
明
ら
か
に
連
用
形
と
は
異
な
っ
た
原
理
が
支
配
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
則
的
に
、
一
一
音
節
語
は
送
り
仮
名
を

送
ら
ず
、
三
音
節
以
上
の
語
は
最
終
音
節
を
送
る
と
い
う
。
例
外
で
比
較
的
用
例
の
多
い
も
の
で
は
、
「
出
る
」
と
「
出
す
」
、
あ
る
い
は

替
（
か
わ
る
）

咽
１
読
１

一
一
一

漕待
１４

住逢
１３

６



Ｃ
，

Ｂ
、
申
さ
る
る
釦
下
さ
る
る
皿
参
ら
る
る
２
笑
わ
る
る
２
遺
さ
る
る
１
通
ら
る
る
１

＊
複
合
助
動
詞
「
セ
ラ
ル
ル
」
「
サ
セ
ラ
ル
ル
」
に
上
接

Ａ
、
入
さ
せ
ら
る
る
１
請
さ
せ
ら
る
る
１
持
せ
ら
る
る
ｌ

Ｂ
、
覚
え
さ
せ
ら
る
る
１
下
ら
せ
ら
る
る
１
通
ら
せ
ら
る
る
１
上
ら
せ
ら
る
る
１
参
ら
せ
ら
る
る
１
守
ら
せ
ら
る
る
１
体

＊
助
動
詞
「
ル
ル
」
「
ラ
ル
ル
」
に
，

Ａ
、
仰
ら
る
る
咽
掛
ら
る
る
１

＊
打
消
助
動
詞
「
ズ
」
「
ヌ
」
に
上
接
（
「
ヌ
」
で
代
表
さ
せ
る
）

Ａ
、
及
ぬ
ｎ
入
ぬ
（
い
れ
）
１
売
ぬ
１
存
ぬ
１
調
（
と
と
の
え
）
ぬ
ｌ

Ｂ
、
申
さ
ぬ
４
参
ら
ぬ
３
候
は
い
１
残
ら
ぬ
１

Ｃ
、
覚
ぬ
１
覚
え
ぬ
１

「
通
る
」
「
上
る
」
の
よ
う
に
送
り
仮
名
に
よ
っ
て
自
他
な
ど
で
対
応
す
る
語
と
の
区
別
を
明
確
化
し
得
る
も
の
が
あ
る
が
、
一
一
音
節
語
で
は

特
に
連
用
中
止
形
や
転
成
名
詞
（
い
わ
ゆ
る
居
体
言
）
と
の
区
別
が
つ
か
ず
、
誤
読
を
防
ぐ
と
い
う
意
識
は
希
薄
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、

「
思
ふ
」
が
連
用
形
も
含
め
て
必
ず
語
尾
を
送
る
こ
と
、
「
参
る
」
の
表
記
が
こ
こ
で
も
ュ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
意
さ
れ
る
。

次
に
末
然
形
の
送
り
仮
名
に
つ
い
て
。
下
接
語
に
よ
っ
て
分
類
し
て
み
る
。

＊
意
志
推
量
助
動
詞
「
ゥ
」
「
ウ
ズ
（
と
」
「
ン
」
に
上
接
（
「
ウ
」
で
代
表
さ
せ
る
）

Ａ
、
売
１
買
１
行
１
遊
う
１
買
う
１
尋
う
１

Ｂ
、
申
さ
う
型
仕
（
つ
か
ま
つ
）
ら
う
８
帰
ら
う
４
見
せ
う
４
致
さ
う
２
上
（
の
ぽ
）
ら
う
２
行
か
う
１
置
か
う
１

使
わ
う
１
慰
ま
う
１
休
め
う
１

ま
せ
ら
る
る
１

使
わ
う
１
慰
ま

参
う
１
参
ら
う
弘

に
上
接

７



に
上
接

Ｃ
、
帰
せ
ら
る
る
１
帰
ら
せ
ら
る
る
１

＊
助
動
詞
「
ス
ル
」
「
サ
ス
ル
」
に
上
接

Ａ
、
持
す
る
３
植
さ
す
る
１
聞
寸

Ａ
、
持
す
る
３

Ｂ
、
参
ら
す
る
２

＊
助
動
詞
「
マ
イ
」

Ａ
、
給
（
た
べ
）

＊
接
続
助
詞
「
（
」

＊＊

Ｂ希Ｂ打
、求、消
申助申一
さ詞さイ
ば言いデ
や（でー
３ヤ２に

ｰ １－

Ａ
、
云
ぱ
１

Ｂ
、
・
申
さ
ば
３
候
は
ば
１
通
ら
ば
１

未
然
形
で
は
、
見
て
の
通
り
送
り
仮
名
を
送
る
方
が
優
勢
で
あ
る
。
尤
も
、
そ
の
大
部
分
は
、
終
止
形
と
同
様
、
終
止
形
一
一
一
音
節
以
上
の
語

で
あ
り
、
原
則
と
し
て
漢
字
に
一
一
音
節
分
を
担
わ
せ
る
と
い
う
原
理
が
働
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
意
志
推
量
助
動
詞
「
ゥ
」
な

ど
に
上
接
す
る
場
合
の
Ａ
の
例
中
、
助
動
詞
ま
で
も
送
ら
な
い
と
い
う
極
め
て
珍
し
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

※
何
方
へ
そ
遊
山
に
出
う
と
お
も
ふ
か
何
と
あ
ら
ふ
そ
卜
云
／
一
段
よ
ふ
御
さ
ら
う
ト
云
／
何
方
へ
行
そ
卜
云
（
釦
上
）

右
は
連
体
形
と
取
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
文
脈
的
に
は
「
い
か
う
」
と
読
む
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
。

次
に
、
巳
然
形
。
用
例
は
少
な
い
が
傾
向
は
明
瞭
で
あ
る
。

に
上
接

ま
い
１

に
上
接

仕
ら
い
で
１

に
上
接

聞
す
る
１

８



＊
接
続
助
詞
「

Ａ
、
行
は
１

以
上
、
各
活
用
形
別
に
『
古
本
』
の
送
り
仮
名
の
様
相
を
見
て
来
た
。
活
用
形
に
よ
っ
て
、
送
り
仮
名
の
実
態
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
各
活
用
形
に
一
貫
し
て
い
る
送
り
仮
名
の
原
則
と
い
う
べ
き
も
の
が
や
は
り
あ
る
よ
う
で
、
そ
れ
は
一
口

で
言
え
ば
、
一
字
の
漢
字
に
一
音
節
の
仮
名
を
担
わ
せ
る
こ
と
を
避
け
、
多
く
二
音
節
分
を
充
て
る
と
い
う
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
二
音
節
動

詞
の
連
用
中
止
形
、
終
止
形
、
命
令
形
が
多
く
の
場
合
送
り
仮
名
な
し
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
大
原
則
に
、
下
接
語
に
よ
る
拘
束
（
例
え
ば
接
続
助
詞
「
テ
」
）
や
誤
読
防
止
へ
の
配
慮
が
副
次
的
に
作
用
し
て
『
古
本
』
の
送
り
仮
名

Ｃ
、
引
１
引
け
１

命
令
形
は
、
二
音
節
語

卜
今
つ
。

最
後
に
命
令
形
を
検
討
す
る
。

Ａ
、
行
皿
買
１
聞
１

Ｂ
、
申
せ
５
入
れ
い
３

よ
１
参
れ
１
見
聖

Ｂ
、
通
れ
は
４
申
せ
は
４

＊
接
続
助
詞
「
ド
モ
」
に
上
接

Ｂ
、
候
へ
と
も
４
申
せ
と
坐

但
し
、
こ
の
場
合
は
、
誤
読
の
防
剥

け
れ
ば
、
終
止
形
十
係
助
詞
「
ハ
」

二
音
節
語
に
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
三
音
節
以
上
に
な
れ
ば
送
る
と
い
う
点
で
終
止
形
に
良
く
似
て
い
る
と
言
え

「
（
」
に
上
接

申
せ
と
も
４
入
（
い
る
）
れ
と
も
’
下
（
く
だ
）
れ
と
も
１
尋
れ
と
も
１
給
わ
れ
と
も
１
見
れ
と
も
１

誤
読
の
防
止
の
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
本
で
は
、
原
則
的
に
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
送
り
仮
名
が
無

助
詞
「
ハ
」
あ
る
い
は
終
止
形
十
接
続
助
詞
「
ト
モ
」
と
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

３
仕
れ
３
通
れ
２
見
よ
２
納
め
よ
１
思
へ
１
覚
へ
い
１
心
得
い
１
候
へ
１
給
わ
れ
１
出
９｜

見
せ
い
１
持
て
１
休
め
１

候
へ
は
２
承
れ
は
１
出
れ
は
１



を
成
立
さ
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
参
る
」
な
ど
送
り
仮
名
に
ユ
レ
の
見
ら
れ
る
語
は
、
こ
の
一
一
一
つ
が
調
和
で
き
な
い
場
合
に
現
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
（
ど
れ
か
を
優
先
さ
せ
、
不
統
一
を
避
け
る
場
合
が
多
い
が
）
。

さ
て
、
本
節
の
最
後
に
、
複
合
動
詞
の
送
り
仮
名
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
今
日
接
頭
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
も
含
む
。
用
例
数

は
省
略
に
従
う
。
八
Ｖ
内
は
後
部
成
素
の
活
用
形
を
示
す
。

＊
Ａ
（
送
り
仮
名
な
し
）
形
式
十
Ａ
形
式

云
合
（
あ
わ
せ
）
八
用
Ｖ
云
置
八
用
Ｖ
云
置
八
止
体
Ｖ
云
付
八
未
Ｖ
云
付
八
用
Ｖ
承
及
八
用
Ｖ
請
取
八
用
Ｖ
打
入
八
用
Ｖ

仰
付
八
未
Ｖ
追
掛
八
用
Ｖ
思
召
八
用
Ｖ
思
召
八
止
体
Ｖ
思
召
八
巳
Ｖ
引
合
（
あ
わ
せ
）
八
用
Ｖ
引
立
八
用
Ｖ
参
合

（
あ
わ
せ
）
八
用
Ｖ
参
付
八
用
Ｖ
罷
帰
八
用
Ｖ
待
合
（
あ
わ
せ
）
八
用
Ｖ
申
上
八
未
Ｖ
申
上
八
用
Ｖ
申
合
（
あ
わ
せ
）

八
用
Ｖ
申
付
八
用
Ｖ
行
着
八
用
Ｖ
行
着
八
止
体
Ｖ

＊
Ａ
形
式
十
Ｂ
（
送
り
仮
名
あ
り
）
形
式

云
出
し
八
用
Ｖ
謡
出
し
八
用
Ｖ
謡
出
す
八
止
体
Ｖ
打
出
す
八
止
体
Ｖ
咲
出
る
八
止
体
Ｖ
作
出
す
八
止
体
Ｖ
取
出
し
八
用
Ｖ

引
立
る
八
止
体
Ｖ
吹
出
す
八
止
体
Ｖ
罷
帰
り
八
用
Ｖ
申
入
（
い
る
）
る
八
止
体
Ｖ
笑
出
す
八
止
体
Ｖ

参
り
合
（
あ
わ
せ
）

＊
Ｂ
形
式
十
Ｂ
形
式

＊
Ｂ
形
式
十
Ａ
形
式

預
け
置
八
未
Ｖ
思
ひ
入
（
い
れ
）
八
用
Ｖ
思
ひ
切
八
用
Ｖ
思
ひ
立
八
用
Ｖ
思
ひ
出
八
用
Ｖ
捧
げ
申
八
止
体
Ｖ
伝
へ
聞
八
用
Ｖ

参
り
合
（
あ
わ
せ
）
八
用
Ｖ

１０

上
り
合
（
あ
わ
す
）
る
八
止
体
Ｖ

予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
複
合
動
詞
の
前
部
・
後
部
成
素
の
送
り
仮
名
は
、
単
純
動
詞
の
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。



Ｃ
、
恭
（
か
た
じ
け
な
い
）
釦
恭
い
４
恭
（
か
た
じ
け
な
う
）
５
恭
な
ふ
２
多
２
多
い
２
多
（
お
お
う
）
１
多
け
れ
面
白
１
面
白
い
１

②
形
容
詞
・
形
容
動
詞

通
卯
通
り
７
参
１
参
り
７

動
詞
の
送
り
仮
名
か
ら
予
想
さ
れ
た
通
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
特
に
言
う
こ
と
は
無
い
。

思
ひ
人
２
上
り
２
生

Ｃ
、
Ａ
、
Ｂ
に
ユ
レ
の
あ
る
語

名
乗
１
野
遊
１

Ｂ
、
送
り
仮
名
を
送
る
語

Ａ
、
目
出
度
（
め
で
た
き
５
、
め
で
た
い
４
）
能
（
よ
い
）
２
能
（
よ
う
）
１

Ｂ
、
有
難
い
５
久
し
い
５
久
し
う
５
大
き
い
４
大
き
う
１
若
い
３
白
い
１
古
い
１
古
け
れ
２
髄
（
た
し
か
）
な
１
鎧
に
１

次
に
、
名
詞
（
転
成
名
詞
な
ど

①
転
成
名
詞
な
ど
（
複
合
語
を

Ａ
、
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
語

名置４仕
乗所舞
１１語３６

３

野買仕
遊手羽合
１ １織へ

２ し

一聞あ
打事相わ
１ １ 舞せ

２ー

舟聞１２
渡所ぉ
へ１流望
わ２８

た志
りｌ取 見

２舞
１小８

舞取
振１成掛
舞 ２ 物
１米６

持名
舞１残使
１２６

盛
舞１乗幸
下物一、
へ立２さ
さ聞い
が１負わ
り２ぃ
ー年－
１寄笑５

１入

物２心
云と持
１わ犬４

ず死
笑語１猿
草１引
１謡４

慰１

琴売堕
さ’は

じ

と仰め
１１ー

有
難
い
５
久

懇
な
１
懇
に
１

四

（
転
成
名
詞
な
ど
）
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
な
ど
の
送
り
仮
名
を
検
討
す
る
。

唇
（
複
合
語
を
含
む
）

生
れ
１
覚
え
１

１１



妬
先
（
ま
づ
）
弱
尤
（
も
っ
と
も
）

）
９
若
（
も
し
）
５
以
（
も
っ
て
）

Ｂ
、
惣
じ
て
６
何
（
い
ず
れ
）
も
５
何
れ
も
３
少
も
４
或
（
あ
る
い
）
は
１
急
で
１

Ｃ
，
殊
外
（
こ
と
の
ほ
か
）
８
殊
の
外
２
誠
（
ま
こ
と
に
）
１
誠
に
８
殊
（
こ
と
に
）
１
殊
に
ｌ

副
詞
・
接
続
詞
は
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
の
が
原
則
で
、
「
態
（
わ
ざ
と
）
」
「
誠
（
ま
こ
と
に
）
」
「
殊
（
こ
と
に
）
」
な
ど
は
、
特
徴
的
な

表
記
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
（
助
詞
の
脱
落
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
）
。

な
お
、
こ
の
本
に
は
、
漢
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

定
而
（
さ
だ
め
て
）
７
次
而
（
つ
い
で
）
６
頓
而
（
や
が
て
）
６
重
而
（
か
さ
ね
て
）
３
別
而
（
く
っ
し
て
）
３

と
い
う
特
徴
的
な
副
詞
の
表
記
が
見
え
る
。
一
般
的
な
、
動
詞
十
接
続
助
詞
「
テ
」
と
の
違
い
を
明
瞭
に
す
る
た
め
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
副
詞
は
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
と
い
う
原
則
と
関
連
づ
け
る
方
が
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

③
副
詞
・
接
続
詞

Ａ
、
扱
（
さ
て
）
一

少
（
す
こ
し
）

態
（
わ
ざ
と
）

⑤
間
投
詞

Ａ
、
申
６

Ａ
、
其
（
そ
の
）
犯
此
（
こ
の
）

連
体
詞
も
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
。

呼
び
掛
け
の
言
葉
で
あ
る
。
動
詞
な
ど
か
ら
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
の
は
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。

面
白
く
５
心
安
ｌ
心
安
い
１
同
６
同
じ
羽

用
例
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
形
容
詞
は
送
り
仮
名
の
ユ
レ
が
比
較
的
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。

が
、
副
詞
は

④
連
体
詞

１

169

彼
（
か
の
）
７
我
（
わ
が
）
５

５３９

急則

（
す
な
わ
ち
）
釦
但
（
た
だ
し
）
昭
追
付
（
お
つ
つ
け
）
９

（
い
そ
ぎ
）
４
必
１
併
（
し
か
し
）
漸
（
よ
う
よ
う
）
１

1２



れ
な
い
。

※
此
所
の
う
と
く
成
者
卜
名
乗
（
７
上
）

※
い
さ
少
成
共
お
供
申
さ
う
ト
云
（
皿
上
）

前
者
は
形
容
動
詞
の
語
尾
「
ナ
ル
」
、
後
者
は
助
詞
「
ナ
リ
ト
モ
」
の
一
部
に
、
同
じ
漢
字
を
当
て
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
６
例
、
犯
例
見

え
る
。
送
り
仮
名
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
漢
字
の
み
に
固
定
し
て
い
る
。

れ
は
、

Ｉ
二
音
節
目
ま
で
は
原
則
と
し
て
送
り
仮
名
を
分
出
し
な
い

Ⅱ
三
音
節
目
以
上
は
様
々
で
あ
る
が
、
送
ら
な
い
も
の
も
多
い

と
簡
単
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
既
に
述
べ
た
よ
う
な
「
下
接
語
の
拘
束
」
と
「
誤
読
防
止
」
の
要
素
も
無
視
し
得
な

い
が
、
こ
れ
ら
は
送
り
仮
名
を
規
定
す
る
最
重
要
の
条
件
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
音
節
数
の
多
寡
と
い
う
観
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
時
代
を
超
え
た
共
通
項
の
候
補
に
挙
げ
ら
れ
る
か
も
知

一
方
、
動
詞
命
令
形
の
語
尾
に
送
り
仮
々

限
界
」
の
好
例
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
『
古
本
』
を
含
め
て
、
中
世

⑥
そ
の
他

以
上
、
『
古
本
』
の
送
り
仮
名
の
実
態
を
見
て
き
た
が
、
か
な
り
明
確
な
傾
向
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ

動
詞
命
令
形
の
語
尾
に
送
り
仮
名
を
用
い
な
い
傾
向
や
、
助
動
詞
「
ウ
」
を
漢
字
に
担
わ
せ
る
例
の
存
在
、
特
に
後
者
は
「
盗
意
の

五

中
世
・
近
世
の
多
く
の
文
献
に
、
概
し
て
送
り
仮
名
が
少
な
い
の
は
、
送
り
仮
名
の
発
達
過
程
に
お
け

1３



る
過
渡
的
性
格
の
反
映
に
は
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
も
う
少
し
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
誤
読
の
危
険
性

と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
読
む
側
の
論
理
で
あ
り
、
そ
れ
に
優
先
す
る
書
く
側
の
論
理
が
多
く
の
文
献
を
支
配
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

書
く
側
の
論
理
と
は
、
お
そ
ら
く
ま
ず
「
表
記
の
能
率
化
」
で
あ
る
。
一
般
に
、
書
写
の
能
率
は
、
送
り
仮
名
が
少
な
い
程
、
ま
た
漢
字
に
担

わ
せ
る
音
節
数
の
振
幅
が
小
さ
い
程
、
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。
『
古
本
』
の
送
り
仮
名
が
、
他
に
劣
ら
ず
少
な
そ
う
で
あ
る
の
は
、
狂
言
の
本

文
の
言
語
量
が
膨
大
で
あ
り
、
送
り
仮
名
の
頻
度
が
高
い
上
に
、
同
工
異
曲
が
多
く
、
同
一
語
が
頻
出
す
る
こ
と
と
恐
ら
く
無
関
係
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

１４

先
を
急
ぎ
す
ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
、
『
古
本
』
の
周
辺
の
、
例
え
ば
大
蔵
流
の
写
本
や
、
口
語
性
の
高
さ
と
い
う
点
で
共
通
す
る
初
期

噺
本
の
刊
本
等
に
範
囲
を
広
げ
、
近
世
初
期
の
送
り
仮
名
の
様
相
を
更
に
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

〔
注
〕
⑪
原
口
裕
氏
「
近
代
の
送
り
仮
名
」
（
明
治
書
院
『
漢
字
⑤
こ
の
種
の
調
査
で
は
当
然
原
本
か
影
印
本
を
用
い
る
べ

講
座
４
漢
字
と
仮
名
』
、
平
ｌ
）
参
照
。
き
で
あ
る
が
、
こ
の
本
は
狂
言
の
家
に
秘
蔵
さ
れ
容
易
に

②
佐
藤
鶴
吉
氏
「
近
松
の
国
語
学
的
研
究
」
（
岩
波
講
座
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
影
印
も
な
い
。
底
本
は
仮
名
遣
い

『
日
本
文
学
』
、
昭
６
）
に
よ
る
。
但
し
、
そ
こ
で
は
近
等
原
本
に
忠
実
で
あ
る
。

松
の
正
本
内
部
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
⑥
翻
字
本
の
．
ヘ
ー
ジ
数
と
上
下
段
を
示
す
。

③
島
田
勇
雄
氏
や
坂
梨
隆
三
氏
に
一
連
の
論
文
が
あ
る
。

側
最
近
の
田
島
清
司
氏
の
論
考
（
「
送
り
仮
名
の
諸
相
」
、
（
さ
か
ぐ
ち
・
い
た
る
熊
本
大
学
文
学
部
）

九
州
大
谷
研
究
紀
要
、
、
昭
弱
な
ど
）
や
、
注
仙
の
『
漢

字
講
座
４
』
所
収
の
佐
々
木
峻
氏
、
原
口
裕
氏
の
論
考
に

類
す
る
研
究
が
多
く
出
る
こ
と
を
期
待
す
る
。


